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A．研究目的 
 長期療養時代における薬物治療が中心で

ある HIV 感染症診療において、服薬アドヒ

アランスの維持、最適な薬剤選択および使

用は患者の療養において不可欠であり、

様々な身体および社会的変化の中でも継続

した薬物治療を行なっていく必要がある。

また、近年では併存疾患ならびに患者の長

期療養および高齢化への対応の重要性が増 
している。 
 本研究の目的は診療経験、規模を問わず

適切な薬物治療の実施と患者の療養環境の

提供を実現するために、抗 HIV 薬および 
日和見感染症治療薬、日常診療に必要とさ

れる薬物治療に関わる情報および患者ケア

に必要な外来チーム医療に関する情報を纏

めたマニュアルを作成することである。 
 
B．研究方法 
 それぞれの研究についての研究方法は研

究結果の項に記載した。 
（倫理面への配慮） 
 臨床情報は扱わないため、倫理面への特

別な配慮は必要ない。 

研究要旨 【目的】診療経験、規模を問わず適切な薬物治療の実施と患者の療養環境の提

供を実現するために、抗 HIV 薬および日和見感染症治療薬、日常診療に必要とされる薬

物治療に関わる情報および患者ケアに必要な外来チーム医療に関する情報を纏めたマニ

ュアルを作成することである。【方法】抗 HIV 薬の適正使用を推進するマニュアルを改

訂するにあたり、近年頻用されている薬剤を対象として、嚥下困難症例等において考慮

される簡易懸濁法の適否に関わる崩壊性ならびに経管チューブ通過性試験をについて検

討を行った。また、マニュアルを作成するにあたり編集メンバーの選定を行った。【結果】

簡易懸濁法の適否に関する検討については、粉砕せずに錠剤そのままを 55℃の温湯

20mL で懸濁することで 5 分以内に経管チューブを通過する薬剤、事前に４分割程度に

分割した後に 10分程度懸濁しないとチューブを通過しない薬剤、分割した後に崩壊、懸

濁しても粒子径が大きいため経管チューブを通過せず、簡易懸濁法の適応が困難な薬剤

も認められた。マニュアル作成の編集メンバーは、HIV 感染症専門薬剤師および HIV 感

染症薬物療法認定薬剤師から編集メンバーを選定、６回の会議行い編集内容および方法

について検討した。【結論】現場のニーズに即した情報を纏めたマニュアルとなるよう、

簡易懸濁法については懸濁、チューブ通過性といった、実臨床における投与の適否につ

いて検討することができた。また、編集メンバーについては、様々な診療経験、規模のメ

ンバーを選出することができ、有用性の高いマニュアルとなるよう、内容について検討

することができた。 
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C．研究結果 
１）抗 HIV 薬の簡易懸濁法の適否に関す 
る研究  
方法 
 抗HIV 治療ガイドライン（2024年 3月） 
に記載されている「大部分の HIV 感染者に 
推奨される組み合わせ」および「状況によっ 
て推奨される組み合わせ」に記載されてい 
る薬剤を対象とした。対象薬剤１錠をシリ 
ンジに入れ、55℃の温湯 20mL を加え、20 
分間、5分毎に転倒混和し、崩壊性を目視で 
確認し懸濁液を調製した。まず 5分後に、 
8Fr の経管栄養チューブを用いて、懸濁液 
が通過するか否かについて確認した。懸濁 
後 5分で崩壊不良、チューブ不通過の場合 
は更に 5分後に同様の検討を行い、同様の 
結果の場合は事前に４分割した上で同検討 
を懸濁後 10分まで行った。 
 なお、テビケイ錠、トリーメク配合錠およ 
びアイセントレス錠 400mg については、既 
に検討が行われていため除外した。  
結果 
 検討結果を表 1 に示す。計 11 剤について

検討を行い、6 剤については事前に分割す

ることなく 10分以内に崩壊、懸濁し、8Fr
の経管栄養チューブを通過した。ピフェル

トロ錠については、事前に 4 分割すること

で懸濁後 5 分、ドウベイト配合錠およびジ

ャルカ配合錠は 10分で崩壊、懸濁し、8Fr
の経管栄養チューブを通過した。 
 アイセントレス錠 600ｍｇについては崩

壊不良、シムツーザ配合錠は速やかな崩壊

は認めたものの、崩壊した粒子の径が大き

いためチューブを通過しなかった。  
 
２）HIV 感染者の日常診療に必要とされる

薬物治療に関わる情報を纏めたマニュアル

に関する研究 
方法 
 編集メンバーの選定を行い、服アド手帖

「お薬・虎の巻」第 12版追補版（2021年
11 月）の改訂方法について検討を行った。

結果 
 エイズ診療ブロックおよび中核拠点病院

薬剤師から編集統括者を選定し、各ブロッ

クから HIV 感染症専門薬剤師および HIV
感染症薬物療法認定薬剤師を取得している

保険薬局薬剤師を含むメンバーの選出を行

った。６回の会議行い編集内容および方法

について検討した。ブロック別に編集担当

者を決め、編集を行ったブロック以外が確

認を担当することとした。  
 

 
D．考察 
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 近年、長期療養症例が増加する中、様々な

理由で嚥下困難となり、簡易懸濁法の投与

を考慮するケースも増加傾向にある。現在、

1 日 1 回 1 錠の配合剤の処方率が上昇して

いるが、本検討において簡易懸濁法の適応

が困難な薬剤が明らかとなると共に、各成

分毎に薬剤を分けることで適応可能となり

得ることも明らかとなった。今後、懸濁した

際の主薬の安定性についても検討を行った

上で、簡易懸濁法の適否について評価を行

い、改訂予定のマニュアルに記載すること

で、抗 HIV 薬の適正使用の推進に寄与でき

るものと考えられた。 
 HIV 感染者の日常診療に必要とされる薬

物治療に関わる情報を纏めたマニュアルに

ついては、様々な診療経験、規模の編集メン

バーを選出することができ、有用性の高い

マニュアルとなるよう、内容について検討

することができた。  
 
E. 結論 
 現場のニーズに即した情報を纏めたマニ

ュアルとなるよう、簡易懸濁法については

懸濁、チューブ通過性といった、実臨床にお

ける投与の適否について検討することがで

きた。また、HIV 感染者の日常診療に必要

とされる薬物治療に関わる情報を纏めたマ

ニュアルについては、様々な診療経験、規模

の編集メンバーを選出することができ、有

用性の高いマニュアルとなるよう、内容に

ついて検討することができた。  
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